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九州大学学術情報リポジトリQIRと研究者情報の連携
小野真由美*，井上　創造**，星子　奈美***，森　　雅生****

〈抄　録〉
九州大学学術情報リポジトリ（略称QIR）とは、学内で生産された知的生産物を収集・蓄積・保存し、イン

ターネットを通じて無償で配布するシステムである。

QIRと研究者情報の連携は、各システムのユーザビリティの向上を目指すものであり、連携により、研究者

情報の業績一覧からワンクリックで対応する文献の閲覧を可能にし、さらに研究者情報のデータを流用した

QIRのデータ登録も実現している。本論文では、システム連携に関する課題から設計・実装方法を説明し、最

後にデータの解析について述べる。
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1. はじめに

近年、学術雑誌の商業出版社による市場寡占

化と価格高騰を契機に世界各国で学術機関リポ

ジトリが構築されるようになってきている。

学術機関リポジトリとは、学内で生産された

論文などの知的生産物を収集・蓄積・保存し

インターネットを通じて学内外に無償で配布す

るシステムであり、九州大学でも九州大学学術

情報リポジトリ（以下、「QIR」と略称）［１］と

いう名称でサービスを開始している。

一方、九州大学研究者情報（以下、研究者情

報）［２］は、学内研究者の基本情報から教育・研

究・社会活動をインターネット上で公開してい

るシステムである。QIRのように内容までは持

たないが、著書、原著論文、学会発表論文の一

覧というQIRと共通するデータを保持している。

また研究者情報のデータ源である大学評価情報

システムは、データ提出率99％（平成18年11

月1日現在）［３］と、データが非常に充実してい

ることが特徴である。

本論文では、このQIRと九州大学研究者情報

の連携を述べる。

QIRと研究者情報の連携を行うことにより、

以下のようなメリットが考えられる。

・研究者情報から、リンクをたどって文献の

内容を閲覧できるようになる

・学内研究者によるQIRへのデータ入力の手

間を省くことができる

ただし、この連携には、（１）双方の文献情

報を一意に紐づけることができない、（２）利

用者や管理者の手間を極力増やさない、（３）

既存の両システムにできるだけ変更を加えな

い、（４）研究者の意思をできるだけ反映する、

といった課題がある。我々は、システム間の連

携を静的なリンクではなく、検索による動的な

リンクにより紐付けのためのデータベースを極

力小さく押さえながら、研究者の意図する紐付

けだけはデータベースで管理する、という方法

をとった。

この方式により、ユーザに対して使いやすい

環境を比較的少ない手間で構築することができ

ると考えられる。

以降では、２章で九州大学QIRと研究者情報

の連携の必要性を述べ、３章で要求の分析を行

う。４章ではシステムの設計と実装を述べ、５

章でデータの解析を行い、６章でまとめる。
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２．QIRと研究者情報

2 . 1 QIRの概要

九州大学では、平成18年４月よりQIRの運用

を開始した。

QIRの収集コンテンツは、ポストプリント、

プレプリント、ワーキングペーパー、テクニカ

ルレポート、学内発行の紀要、学位論文、会議

資料、単行図書であり、あらゆる電子データが

対象である。平成19年５月現在、紀要論文を中

心に約4000件の電子データが格納されている。

機関リポジトリシステムは、EPrints［４］や

DSpace［５］に代表されるオープンソースのもの

から各社ベンダーが開発する有料ソフトウェア

まで数多く存在するが、九州大学では、DSpace

を採用している。DSpaceを採用した理由は、大

規模総合大学に適したソフトウェアであるとい

うこと［６］と、DSpaceがBSDオープンソースラ

イセンスの下でソースが公開されているため、

運用に合わせたシステムのカスタマイズが可能

であるためである。

研究者情報との連携の際にもオープンソース

の利点を生かし、DSpaceのデータベースや認証

機能、データ登録機能を使用している。

QIRでは、DSpaceの権限管理機能やWebイン

タフェースを利用し、九州大学の研究者や大学

院生が自身で文献のデータを登録できるように

なっている。

現在、学内での周知と著作権処理方法を確立

することでデータ登録を促進している。

2 . 2 九州大学研究者情報の概要

九州大学では、大学の教育・研究水準の向上

を目指して、大学評価情報システムを設置して

いる。大学評価情報システムは、学内全ての研

究者の基本情報および教育・研究・社会活動を

収集するシステムであり、収集されたデータは

大学の活動状況の評価と改善に役立てている。

九州大学研究者情報は、その大学評価情報シ

ステムに格納されたデータの内、学内研究者の

教育研究活動を学内外に広く公開できるデータ

を抽出したデータベースである。

これらのデータは全て研究者自身の手によっ

て入力されたもので、データ入力は「大学の一

員として大学運営に協力する義務のひとつ」［７］

と位置づけられているため、入力率が非常に高

いデータベースとなっている。

研究者情報は、現在、約15万件の原著論文、

報告書等の研究業績の文献情報が掲載されてい

る。月平均アクセス数は10万件を超え、九州大

学の公式なサイトとして多くの人に活用されて

いる。

平成19年４月には大学評価情報システム入力

画面のリニューアルを行い、研究者情報の方も

運用に併せて日々進化しているシステムである。

2 . 3 連携の意義（必要性）

QIRと研究者情報の連携は、それぞれのシス

テムのユーザビリティの向上を目指すものであ

る。具体的には、研究者情報の業績一覧のペー

ジを訪れたユーザが、クリックひとつで対応す

る文献の内容を閲覧できるようにしたり、学内

研究者がQIRへ内容を登録する際に、研究者情

報のデータを流用できるようにし、データ入力

の手間を省くことを実現している。

そのような連携が必要であった理由は、これ

まで、研究者情報とQIRのデータを横断的に利

用しようとするユーザにとって、不便な状況が

うまれていたためである。

研究者情報とQIRは、それぞれブラウザ上で

利用できる独自の検索インタフェースとデータ

入力インタフェースを持っているシステムで単

独で使用するには不自由なく利用することがで

きる。

しかし例えば、研究者情報で検索してヒット

した文献の本文をQIRで閲覧しようした場合、

従来は研究者情報から検索キーとなる文献情報

をコピー＆ペーストして再びQIRにおいて探さ

なければならなかった。ましてやQIRの存在を

知らないユーザにとっては、その検索も行うこ

とができない。

一方で、学内の研究者は、QIRに文献を登録

する際、研究者情報に既に業績として入力した

のと同じようなデータをQIRにも入力しなけれ

ばならなかった。

学内には研究者情報やQIRの他にオープンコー

スウェア（OCW）［８］や数理学系のプレプリント

サーバ［９］など学術情報を提供する同種のサービ

スが存在しており、同様の事態が今後も問題に
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なると考えられる。

QIRと研究者情報との連携は、なるべく少な

い手間で問題を解決し、ユーザにとって使いや

すい環境を提供することで、今後のWebシステ

ム間連携の手本となることを目的としている。

３．連携にあたっての考慮点や想定される課題

3 . 1 利用者の要求

本研究で開発した、研究者情報とQIRを連携

するシステムを論文リンクシステムと呼ぶこと

にする。論文リンクシステムは、ターゲットと

なるユーザを１）研究者情報を訪れる一般ユー

ザと２）研究成果の生産者である学内研究者と

定義している。

それぞれのユーザの要求は以下のとおりであ

る。

１）研究者情報を訪れる一般のユーザの要求：

研究者情報の研究業績一覧から、文献それ

ぞれに張られたリンクをたどって文献の内

容を閲覧できるようにすること・このリン

クをたどることを、リンクアウトと呼ぶ。

２）研究成果の生産者である学内研究者の要求：

データ登録の手間を省くこと。

3 . 2 技術的課題と性能要求

論文リンクシステムの具体的な連携方法につ

いては、中間データベースシステムを構築する

方式と直接連携する方式を検討した。

中間データベースシステムを構築する方式と

は、研究者情報とQIRのデータを結びつける情報

をQIRと研究者情報の間に構築したデータベース

のテーブルに書き込んでおき、研究者情報から

のリンクアウト時に、そのテーブルを直接参照

し、QIRの該当文献を表示するというやり方で

ある。

データベースに書き込んでおく情報は、例え

ば、研究者情報の論文IDとQIRの論文IDやそれ

ぞれ論文を指し示すURLである。

一方、直接連携する方式とは、中間システム

が研究者情報からの問い合わせを仲介し、QIRへ

パラメータつきのURLで問合せを行い、結果を

返すことで連携を実現するというものである。

中間データベースシステムを構築する方式は、

従来から行われているシステム連携の方法であ

るが、今後QIR、または研究者情報に変更が生じ

た際に、中間データベースシステムのプログラ

ムばかりでなくデータにも変更が必要になる可

能性がある。機械的なデータ変換のみで対応で

きれば良いが、そうでない場合には非常に手間

がかかる。特に、研究者情報の方では研究者が

業績情報を編集した際に、そのIDがずれたりし

て一貫しないことが考えられるため、データの

保守が問題となる。

このため今回は、中間データベースシステム

のデータが極力小さくなるようシステムを設計

し、必要な情報はできるだけ動的に生成するよ

うにした。具体的には、QIRの外部システムと

して論文リンクシステムを構築し、論文リンク

システムでは、URLを解析し結果を返す処理を行

うようにし、中間データベースシステムのデータ

ベースには、著者が九州大学情報リポジトリと

研究者情報の間の文献を紐付けした場合のみ、

そのデータを保持するようにした。

このような、リクエストごとにQIRのデータ

を検索する方式をとっている論文リンクシステ

ムでは、検索の性能が重要になる。

今回の連携の場合、「研究者情報格納データ

15万件に対して、QIRのデータが、約4000件

である」という状況から検討したところ、検索

の正確性よりも検索漏れをなくすことを重視し

て構築すべきという結論に達した。図１は検索

性能を検証した図である。QIRのデータ集合（Q）

に対してターゲットエントリ（T）の元になる

研究者情報のデータ量が非常に多いため、検索

結果は、図１の③ケースが大半になることが分

かる。

このため、初期の実装においては検索語を

「文献タイトル」のように荒く設定することに

より、できるだけ漏れのない結果を返すことを

意図した。実データに対する分析は５章におい

て行う。



－4－

また、「研究者情報に格納されている文献情

報は、掲載誌タイトルや掲載ページなどが同一

フィールドに格納されており、研究者の好みの

区切り記号で記述されているためにデータが正

規化されていない」データの性質上、検索の正

確性にはある程度限界があることが分かってい

る。

3 . 3 運用に関する要求

研究者情報は、２．２節でも紹介した通り、格

納されるデータ量が多く、操作性やユーザイン

ターフェースもデータ入力者である研究者に浸

透されたシステムであるため、今回の連携では、

研究者情報への改修は極力避けることが条件で

あった。

QIRにおいても、サービス開始後、運用面で

安定的な稼働が求められる時期であり、大幅な

改修はなるべく回避する必要があった。

また、研究者情報へ格納されるデータは、研

究者自身で作成されたものであるため、研究者

のQIRへのリンクアウトを希望するかしないか

の意思を確認できるものでなければならないと

いう条件も追加されている。

一方図書館において、システム運用を担当す

る人員は１名が限度であるため、研究者の意思

は研究者自身で設定できるものでなければなら

ない。

以上の条件をふまえて、研究者情報の改修は、

以下の２点のみにとどめている。

・研究者情報の研究業績一覧ページに記載さ

れた文献タイトルにQIRへのリンクが貼ら

れるようにした。

・九州大学大学評価情報システムへの研究業

績情報入力時に、研究者が、QIRへのリンク

を希望するかしないかを選択できるフォー

ムをデータ入力インタフェースに追加した。

QIR側でも、研究者情報との連携を実現する

機能は、基幹システムの外側に構築しているた

め、大幅な改修を行うことなく実現している。

４．設計したシステムの概要と構成、動作

4 . 1 構成

論文リンクシステムは、論文リンク機能、論

文登録機能、検索結果登録機能、タイムスタン

プ更新履歴機能、アクセス履歴管理機能で構成

される。

以下では、各機能について、簡単に説明する。

論文リンク機能は、取得したい論文情報のパ

ラメータを含むURLで論文リンクシステムにア

クセスすることで、学術情報リポジトリの検索

結果を返す機能である。

例えば以下のようなURLをブラウザからアク

セスすると学術情報リポジトリの検索結果を得

ることができる。

http://leda.lib.kyushu-u. ac. jp/link/link. php?pub_

flag=p&au_id=00161&pub_id=3036&timestamp

=2007/05/01/%2015:42:01&au_f_name=%E6

%A3%AE&au_l_name=%E9%9B%85%E7%94%

9F&title=Functional%20Composition%20of%20

Web%20Databases&au_all=Masao%20Mori,%20

Tetsuya%20Nakatoh%20and%20Sachio%20Hirok

awa&conf_name=The%209th%20International%2

0Conference%20on%20Asian%20Digital%20Lib

raries&conf_year=2006&conf_month=11&other=

&conf_category=1&conf_journal=2&language=2

図１　検索結果の分類と性能への要求
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この例では、半角スペースが「%20」でエン

コードされているため、少々読みづらいが

「title= 論文タイトル」といった複数のパラメー

タを「＆」で区切って論文リンクシステムに問

い合わせを行っている。

研究者情報の論文一覧ページでは、このよう

なURLを論文タイトルごとにリンクアンカータ

グ〈a〉のhref属性値に設定している。

論文登録機能は、上述のURLのパラメータ値

を使って学術情報リポジトリに論文登録ができ

る機能である。

論文リンクシステムは、送られてきたURLのパ

ラメータ値を学術情報リポジトリの登録用フォー

ムに予めセットしておくことで、論文の著者であ

る研究者の入力の手間を省いている。

検索結果登録機能は、論文リンク機能で複数

の検索結果が表示された後で、検索結果の中か

ら紐付け情報を登録しておく機能である。

具体的には、論文の著者がQIRの検索結果で

ある複数の候補の中から正しいリンク対象を選

択しておく機能で、紐付けデータ登録後は、複

数の候補を表示することなく、目的の論文に直

接リンクアウトできるようになる。

論文リンクシステムでは、３．１で述べた通り

検索漏れをなくすように設計されているため、

論文リンクシステムを通して学術情報リポジト

リを検索した結果はほとんどの場合、複数の候

補が表示されることが考えられるが、検索結果

登録機能により、利用者の利便性をより向上さ

せることができるようになる。

研究者情報とQIRの論文を紐付けするための

データとしては、研究者情報とQIRのそれぞれ

の論文ID及び研究者情報のレコードのタイムス

タンプをデータベースに格納している。

タイムスタンプ更新履歴機能は、 検索結果登

録機能で一旦紐付けられた論文が、研究者情報

側で変更された場合でも、QIRと同一論文であ

るという保証を保つための機能である。

例えば、研究者が研究者情報に格納された論

文のタイトルを変更し、紐付けされたQIRの論

文が全く別のものとなってしまった場合などを

想定している。

タイムスタンプ更新履歴機能では、検索結果

登録機能でデータベースに格納した研究者情報

のレコードのタイムスタンプと、URLパラメー

タ値として送られてくる最新のタイムスタンプ

を論文リンクシステムが呼び出される度に比較

し、値が異なる場合は、業務担当者へ確認を促

す動作を行う。

業務担当者は、論文リンクシステムの管理画

面を通して研究者情報に格納された論文タイト

ルとQIRの論文タイトルを確認し、間違った論

文に紐付いている場合には、紐付けを解除でき

るようになっており、また、正しい論文に紐付

けし直すこともできるようになっている。

アクセス履歴管理機能は、論文リンクシステ

ムのアクセス数を収集・管理する機能である。

これにより、論文リンクシステムの使用度や、

学術情報リポジトリの各論文へのアクセス動向

を調査することができる。

以上が、論文リンクシステムの機能である。

なお、論文リンクシステムでは、各機能で使

用するデータをRDBMS（リレーショナルデー

タベース管理システム）で管理している。

以下は、論文リンクシステムのBaseURLと原

著論文のパラメータ仕様である。参考までに紹

介しておく。

表１　論文リンクシステムのBaseURLとパラメータ一覧

BaseURL http://leda.lib.kyushu-u.ac.jp/link/link.php
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4 . 2 動作及び操作

本節では、論文リンクシステムに関わる画面

の操作と動作について、前節で紹介した各種機

能と対応付けて説明する。

まず、研究者情報の研究業績一覧のページを

訪れたユーザは、図２の「FullTextQIR」という

アイコンをクリックする。

すると、論文リンクシステムが呼び出され、

論文リンク機能によりQIRの検索結果を表示す

る。図３がその例である。

図３の画面上段では、研究者情報からURLパ

ラメータとして送られてきた検索条件を表示し

ており、画面下段では、論文リンク機能の検索

結果を表示している。

図３の例では２件の論文がヒットしている。

図３の画面中央の「検索条件を変更」ボタンを

クリックすると検索条件を変更する入力フォーム

が表示され（図４）、研究者情報からのリンク

アウトだけでなく、手動でも検索結果を導き出

せるようになっている。

文献の著者が、図３の画面でヒットした複数

の候補の中から正しい文献を選択し、タイトル

横のチェックボックスにチェックを入れると、

論文リンクシステムの検索結果登録機能が呼び

出され、研究者情報とQIRの紐付け用のデータ

が登録される。

紐付けデータが登録されると、次回からは検

索結果画面（図３）を経由することなく直接

QIRの該当文献にリンクするようになる

図２　研究者情報論文一覧画面
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図３　論文リンクシステム検索結果画面

図４　論文リンクシステム検索条件変更画面
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図３の画面で検索結果の候補に該当の文献が存

在しなかった場合は、検索条件を引き継いで

GoogleShoclar［10］やリンクリゾルバを利用した学

術情報リンクサービスであるきゅうとLinQ ［11］

で検索できるようになっている。

また、文献の著者であれば、図３の「新規登

録」ボタンをクリックすることで、QIRへ文献

を登録する画面にログインすることができる。

このとき、論文リンクシステムでは、論文登

録機能が呼び出されるため、図５の通り研究者

情報から送られてきた文献情報をもとに、QIR

の入力フォームの各項目があらかじめ入力され

た画面が表示される。

なお、検索結果登録および文献登録の際のシ

ステムへのログインに使用される認証機能や、

論文登録機能は、QIR（DSpace）の機能を使用

しているため、論文リンクシステムへのログイ

ン後の画面操作は、すべてQIRに直接ログイン

した場合と同様の操作となっている。

５．データの解析

ここでは、2007年5月の時点での、QIRの

3,904件のデータと研究者情報の151,903件の

データを元に、論文リンクシステムの効果を見

積もる。

図６は、研究者情報中のタイトルでQIRを検

索したときのヒット件数の分布である。この図

から、１件ヒットするのは455個ある。また２

件ヒットするのは３個、３件以上は０個と少な

い。このことから、タイトルのみを入力した検

索でさえも、QIRの件数が研究者情報の件数よ

り現時点で少ないことを考慮しても、検索結果

が０件の場合が多いことがわかる。情報が存在

するにもかかわらず漏れているのか、情報が存

在しないことによるのかはわからないが、少な

くともユーザにとっては検索結果が０件なのは

余計な失望感を与える可能性があるため、あい

図５　QIR登録画面
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まい検索などの工夫により件数を上げる工夫が

必要であろう。

図７は、逆にQIR中のタイトルで研究者情報

を検索したときのヒット件数の分布である。図

６と比べて、２件以上ヒットすることが比較的

多いことがわかる。これは、研究者情報からリ

ンクアウトされるQIRの文献が、実はほかの研

究者の情報からもリンクアウトされるべきであ

ることを意味していると考えられる。たとえば

ある研究者が紐付けをしたら、その文献を共著

するほかの研究者からも紐付けをするといっ

た、複数の研究者にまたがる機能の有用性を示

唆している。

ここで示したデータは運用初期のものである

ため、今後データが増えていくにつれて、デー

タ解析を行い、検索のパラメータの調整や機能

の拡充を模索していく必要があると考えられ

る。

６．おわりに

本論文では、九州大学におけるQIRと研究者

情報の連携を述べた。今後は、利用履歴や利用

者からのフィードバックを元に新たな要求を見

つけ解決することが課題である。
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